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　　　　　　　　　　　　　　　　　礼拝プログラム　※主の導きにより変わる事があります

黙祷　･･･････････････････ 御言葉に耳を傾け、心を主に向けましょう。

*賛美　･･････････････････ 　３３７番

*交読文　････････････････ 　２５番

*使徒信条　････････････・ 会衆一同

*頌栄　･･････････････････ 　１０７番

礼拝のための祈り　･･･････ 川合ゆきえ姉妹

賛美　･･･････････････････ 　４３３番

メッセージ　･･････････････ 祝福されたら、どうするか？（申命記 26 章）

御言葉を適用する祈り　･･ 会衆一同

賛美　･･････････････････・ 　３４０番

献金感謝の祈り　････････ パスター

報告と歓迎　･････････････

*主の祈り　･･････････････ 会衆一同

*祝祷　･･････････････････ パスター

祈祷課題

・この教会が神の御声を聞いて御心を行う教会となるように

・病、貧しさ、悲しみの内にある兄弟姉妹のために

・兄弟姉妹達がキリストの香りを豊かに世に放ち、仕事、事業が祝福されるように

・主に忠実で御霊に満ちた奉仕者が 70 名与えられるように

・終末の災いに実際に直面している兄弟姉妹の守りのために

祝福の御言葉（下線にご自身のお名前を入れて宣言して下さい）

イエス様は言われた。

『その日には、わたしはわたしの父におり、＿＿＿はわたしにおり、また、わたし

が＿＿＿におることが、わかるであろう。＿＿＿がわたしのいましめを心にいだ

いてこれを守るなら、＿＿＿はわたしを愛する者である。わたしを愛する者は、わ

たしの父に愛されるであろう。わたしも＿＿＿を愛し、＿＿＿にわたし自身をあら

わすであろう。もし＿＿＿がわたしを愛するならば、わたしの言葉を守るであろう。

そして、わたしの父は＿＿＿を愛し、また、わたしたちは＿＿＿のところに行って、

＿＿＿と一緒に住むであろう。わたしを愛さない者はわたしの言葉を守らない。

＿＿＿がたが聞いている言葉は、わたしの言葉ではなく、わたしをつかわされた

父の言葉である。』(ヨハネ 14:20-24)

メッセージ概要

『あなたが食べて満足し、立派な家を建てて住み、牛や羊が殖え、銀や金が増し、財産が豊かになって、

心おごり、あなたの神、主を忘れることのないようにしなさい。』(申命記 8:12-14)

私たちは、食べて満足する事や立派な家が建つ事、持ち物が増え、財産が増す事は大好きで、是非そう

なるようにと、良く祈る。しかし、そのような祝福を受け、  幸いを受けた後  、主とどのように関わっていくか、と  

いう事こそ、今から心がけ、しっかりと頭の中でシュミレーションしておくべきである。

私達が幸いを得た時、どのようにすべきか。それは、  申命記      26      章  に詳しく書かれてある  。

私達が祝福され、幸いを受けたなら、まず、主が指定された場所へ行って感謝し、礼拝するようにと、定め

られている。すなわち、任務に就いている祭司の所へ行き、自分が幸いになった事を主に報告し（同 3

節）、祭司はそれを主の御前に捧げる（4節）。

そこで私達は次のように告白する。自分はかつて、いかに取るに足りぬ者であり、いかに弱く人々から苦し

められていたかを(5-7節)。そして、主に向かって叫んだ時、主がいかに力強い御手でそこから救い出し、

主がいかに良き地を与えて下さったのかを。(8-9節)

そうして、主が与えて下さった祝福の初物を捧げ、礼拝し(10節)、主が与えて下さった恵みを、レビ人すな

わち主の働き人と、在留異国人すなわち私達の内にいる身寄りのない人と共に喜ぶのである。（11節）

祝福を受け幸いを得たら、それで終わりではない。主が命じられた事を、  守り行い続ける  事こそ大事である  。

レビ人や在留異国人、孤児とやもめには、土地や仕事などの分け前が主から与えられていないため、そ

れら分け前が与えられている聖徒は、彼らに祝福の分け前を与え、満足させる義務が与えられており、そ

れを守る聖徒には、主が全ての手のわざを祝福して下さる事を約束しておられる。（申命記 14:28-29）

そうしてそれらの義務を果たした後、主に「私は主の御声に聞き従い、すべて命じられた通りに行いまし

た」と、主に報告するなら、次のように祈る事ができる。

「天にあるあなたの聖なる住まいから見下ろして、あなたの民イスラエルを祝福し、あなたが先祖に誓われ

たとおりに、わたしたちに授けられた地、乳と蜜の流れる土地を祝福してください。」（申命記 26:12-15）

私達は何かと、乳と蜜の流れる地に「入る事」や「居る事」を求めるが、それよりも、私達自身が  主の御声に  

聞き従い、祝福の子であり続ける  事のほうが、はるかに大事  である。

もし私達が御声に背き続けて「呪いの子」となってしまうなら、たとい私達のいる場所が乳と蜜の流れる地

であっても、それは私達に対して「呪いの地」となってしまう。

現にイスラエルの民は、乳と蜜の流れる地にいながら驕り高ぶり、主を忘れ、幾度にも渡る預言者による警

告に耳を傾けなかった結果、その「乳と蜜の流れる地」に居ながらにして、病や剣、ききん等で屍をさらし、

ついにはその地から吐き出されてしまった。

主が私達の祈りに答えて下さり、私達が望む高いポジションに登りつめ、収入が多くなり、安住の地を得た

時こそ、注意して主の御声に聞き従い、祝福の子であり続けるようにと、つとめるべきである。

傲慢になり、そのようにして下さった主を忘れてしまうなら、かつてのイスラエルの民のように、それら祝福

は奪われ、以前よりさらに悪い状態になってしまうのだ。

神が定めた律法を守り行うなら、祝福して下さる、と神は約束して下さったが、人は律法を全て守り行う事

が出来ない。しかし、律法を成就して下さったお方であるイエス様を主とし、主と一つとなる事は出来る。

すなわち、自分が自分の主人である事を降り、自分の人生のハンドルさばきをイエス様に委ね、  イエス様  

を自分の主人とし、イエス様の御声に聞き従うと明言するなら、主は次のように明言される。

『あなたに約束したとおり、あなたは主の宝の民であり、あなたが主のすべての命令を守るなら、主は、賛

美と名声と栄光とを与えて、あなたを主が造られたすべての国々の上に高くあげる。そして、約束のとおり  、  

あなたは、あなたの神、主の聖なる民となる。』(申命記 26:16-19)

http://voh.plala.jp/


お祈りしていただきたい事がありましたら、以下にお書きの上、教会へお持ち下さい。

集会案内

日曜礼拝

1部礼拝（韓国語通訳あり）　10:30
食事/フェローシップ　       　12:00～
2部礼拝                         　14:00
洗礼準備会                       15:00

日々の集会

　　月～金　早天祈祷会　　　　　　5:00～
　　火・木　　夜の祈祷会　　　　　21:00～
水曜集会

　1部                                   　13:00～
　2部                                   　19:30～
金曜徹夜祈祷会                      21:00～

アクセス

横浜市営地下鉄・伊勢佐木長者町駅

6 番 B出口を出てまっすぐ徒歩 5分
JR・関内駅より徒歩 10分
京急線・日ノ出町駅より徒歩 10分

関内駅から伸びる大通公園沿い、

伊勢佐木警察署の向かい対角線上にあり、

1F がファミリーマートになっております。

第 3巻 38号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2012年 9月 16日

横浜天声キリスト教会
礼拝　週報

〒231-0058　　　　　　　　　　パスター：　林和也
　神奈川県横浜市中区弥生町 2-17　ストークタワー大通公園Ⅰ-201
TEL/FAX：　045-326-6211
Homepage：　http://voh.plala.jp/
email：　ephes_03-tensei＠ yahoo.co.jp

モバイルサイト

聖書メッセージを携帯で

聖書メッセージをメールで

毎日携帯にお届けします。

左記コードを読み込み、

空メールを送信するだけ！


